
 

 

 

 

 

 

 

１２月２日（土）にイーグレひめじにて、「スコットランド出身 ケッセンさんとわくわくテ

ィータイム」を開催し、２６名が参加しました。講師は、姫路市国際交流員（CIR）のスミス・

ケッセン・ヨーアンさんです。 

まず、ケッセンさんからイギリスおよびスコットランド

の地理や食べ物、有名な場所、伝統などについて英語で説

明がありました。「イギリスは、イングランド、ウェール

ズ、スコットランド、北アイルランドという 4 つの国で

できているが、ウェールズを除く３つの国の国旗を合わせ

ると、イギリスの国旗になる」という説明に驚きの声が上

がりました。また、「蛍の光」の原曲がスコットランドの

詩人ロバート・バーンズによって作詞されたこと、ハリー

ポッターの映画のロケ地に使われていることなどを知り、スコットランドを身近に感じること

ができたようです。 

説明の後、スコットランドの伝統的なお菓子であるショー

トブレッドを皆で作りました。クッキーとは違い、卵を使わ

ずに作ります。長方形以外にクリスマスツリー、星、ハート、

スコットランドの国旗など、さまざまな形のショートブレッ

ドをケッセンさんのアドバイスをもとに作りました。 

その後、ショートブ

レッドを食べながら、ケッセンさんと英語で話したり、

記念撮影をしたりして、交流を楽しみました。 

また、最後にケッセンさんからスコットランドの有名

な場所がプリントされたマグネットのクリスマスプレ

ゼントがありました。 

観光旅行では知ることができないスコットランドの

リアルな姿についていろいろな角度から学ぶことがで

きました。 

今回の講座を通じて、参加者のみなさんがスコットランドをはじめ、世界のいろいろな国に関

心を持ち、日本の文化についても改めて考え直す機会となることを願っています。 

 


